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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示ディスプレイ及びこれを用いた携帯端末

(57)【要約】
【課題】  通常使用時は本来の表示ディスプレイとし、
未表示時には鏡面として使用できる有機ＥＬ表示ディス
プレイを提供する。
【解決手段】  表層のガラス基板２０の更に表側に、比
較的透過率の高い円偏光フィルタ２６を配置し、外光に
対しては、発光層２３の消灯時にその背面の陰極層２５
を鏡面として作用させる。このような有機ＥＬ表示ディ
スプレイを携帯端末の表示部とする
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【特許請求の範囲】
【請求項１】発光層の表側に偏光フィルタを配置し、該
偏光フィルタは、発光層からの光を所定の透過率で透過
させ、外光に対しては、発光層の消灯時にその背面の陰
極層を鏡面として作用させることを特徴とする有機ＥＬ
表示ディスプレイ。
【請求項２】偏光フィルタが円偏光フィルタであること
を特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ表示ディスプレ
イ。
【請求項３】偏光フィルタを、表層の透明基板の更に表
側に配置したことを特徴とする請求項１又は２に記載の
有機ＥＬ表示ディスプレイ。
【請求項４】偏光フィルタを、表層の透明基板の表側を
覆う作用位置と露呈させる退避位置とに変位可能とした
ことを特徴とする請求項３に記載の有機ＥＬ表示ディス
プレイ。
【請求項５】偏光フィルタの作用位置と退避位置との間
の変位を摺動にて行うことを特徴とする請求項４に記載
の有機ＥＬ表示ディスプレイ。
【請求項６】偏光フィルタの作用位置と退避位置との間
の変位を開閉にて行うことを特徴とする請求項４に記載
の有機ＥＬ表示ディスプレイ。
【請求項７】請求項１ないし６のいずれかに記載の有機
ＥＬ表示ディスプレイを表示部としたことを特徴とする
携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ表示ディ
スプレイ及びこれを用いた携帯端末に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、例えば特開２００１－１９５００
３号公報や特開平９－１２７８８５号公報等に開示され
ているように、有機ＥＬ表示ディスプレイの視認側（表
側）に円偏光フィルタを設置してコントラスト向上を図
ることは公知である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、円偏光フィル
タの透過率を上げると、発光層からの透過率は上がる
が、外光の反射率が高くなってしまいコントラストが低
下する。逆に、円偏光フィルタの透過率を下げると、発
光層からの透過率は下がり、外光の反射率を下げること
が可能で高コントラスト化が可能であるが、透過率が下
がるため、輝度低下となってしまう。円偏光フィルタ
は、輝度とコントラストとのトレードオフの関係にある
と言える。
【０００４】本発明は、このような円偏光フィルタの特
性に鑑み、その特性を有効活用することで、通常使用時
は本来の表示ディスプレイとし、未表示時には鏡面とし
て使用できる有機ＥＬ表示ディスプレイを提案したもの
である。また、この有機ＥＬ表示ディスプレイを携帯電
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話機等の携帯端末の表示部とすることにより、携帯端末
に、携帯用鏡としての用途も持たせることができるよう
にしたものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】すなわち、本発明による
有機ＥＬ表示ディスプレイでは、発光層の表側に配置し
た円偏光フィルタ等の偏光フィルタが、発光層からの光
を所定の透過率で透過させ、外光に対しては、発光層の
消灯時にその背面の陰極層を鏡面として作用させるよう
になっている。
【０００６】偏光フィルタは、表層の透明基板の更に表
側に配置する。偏光フィルタは、表層の透明基板の表側
を覆う作用位置と露呈させる退避位置とに変位可能とす
ると良い。その変位は、摺動式又は開閉式などのいずれ
でも良い。
【０００７】このような有機ＥＬ表示ディスプレイを携
帯端末の表示部として用いると、未表示時に携帯用鏡の
ように使用することができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施の形態を図面
に基づいて詳細に説明する。
【０００９】図１に有機ＥＬディスプレイ１の構造を示
す。有機ＥＬディスプレイ１は、透明基板であるガラス
基板２０上に、ＩＴＯ層からなる陽極２１とＡｌ層から
なる陰極２５に挟まれた形で、陽極側にホール輸送層２
２、陰極側に電子輸送層２４、ホール輸送層２２及び電
子輸送層２４に挟まれた形で発光層２３が形成されてい
る。ガラス基板２０の表示面側には、円偏光フィルタ２
６が貼り付けられ、この円偏光フィルタ２６の透過率に
よって、Ａｌ層からなる陰極２５の外光に対する反射率
を制御する。
【００１０】陰極２５から発光層２３へ電子輸送層２４
を経由して電子を、陽極２１から正孔を注入し、発光層
２３にて再結合により有機分子が励起し、基底状態に戻
る際に発光をする。
【００１１】図２に円偏光フィルタ２６の光学特性３０
を示す。円偏光フィルタ２６は偏光板３１と１／４波長
板３２とで構成され、外光３３が偏光板３１を通過する
ことで、一方向に偏光面をもつ直線偏光（縦振動直線偏
光）となる。この直線偏光は、偏光面に対し４５°傾い
た方向に配された１／４波長板３２を通過し、偏光面の
回転する円偏光となる（右回り円偏光）となる。次に、
鏡面となる陰極層（Ａｌ層）２５に反射することで回転
方向は変わり（左回り円偏光）、更に１／４波長板３２
により直線偏光（横振動偏光）となる。
【００１２】従って、外光３３は、ほぼカットされるこ
とになるが、偏光板３１の偏光角を調整することによ
り、外光３３は反射率の制御が可能で、有機ＥＬディス
プレイ１自体を、その発光層２３の消灯時（非発光時）
に、陰極層２５が外光３３に対する鏡面となる鏡体とす
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ることができる。
【００１３】本発明はこのような原理を利用したもの
で、図３及び図４に、図１に示すような構造の有機ＥＬ
ディスプレイ１を表示部とした携帯電話機等の携帯端末
２を示す。この場合、有機ＥＬディスプレイ１のガラス
基板２０の表示面側に、比較的透過率の高い円偏光フィ
ルタ２６を使用しており、携帯端末２は、通常表示時
は、図３に示すように有機ＥＬディスプレイ１にて文字
等の情報を表示し、ユーザが故意に携帯端末２の電源を
ＯＦＦ、又はそれに類似する操作（ディスプレイＯＦ
Ｆ）等にすると、図２に示す通り、有機ＥＬディスプレ
イ１を鏡としても使用することが可能となっている。
【００１４】すなわち、本実施例で使用する円偏光フィ
ルタ２６の透過率８０％とする。携帯端末２の表示部と
した有機ＥＬディスプレイ１は、通常表示時は文字等の
情報を表示する。この状態では、有機ＥＬディスプレイ
１より発光する光源量中８０％を透過する。ユーザが故
意に電源をＯＦＦ又はそれに類似する操作（ディスプレ
イＯＦＦ等）にすると、外光３３は、偏光板３１を２回
通過するため、６４％（８０×８０％）の反射率とな
り、鏡として使用することが可能となる。
【００１５】次に、本発明の他の実施例について説明す
る。図５に示す実施例は、有機ＥＬディスプレ１のガラ
ス基板２０の表示面側に円偏光フィルタを貼り付けず
に、有機ＥＬディスプレイ１からは独立した、開閉型円
偏光フィルタ３を携帯端末２に開閉自在に装着したもの
である。
【００１６】円偏光フィルタ３を独立して携帯端末２側
に設けることにより、透過率の低い円偏光フィルタを使
用することが可能となり、通常使用時は、開閉型円偏光
フィルタ３を閉じた状態で、外光反射を抑えて高コント
ラスト化が可能であり、鏡面使用時には、ディスプレイ
表示をＯＦＦにしかつ開閉型円偏光フィルタ３を開いた
状態で、ほぼ１００％に近い反射率を得ることが可能と
なる。
【００１７】次に、図６の他の実施例は、有機ＥＬディ
スプレ１のガラス基板２０の表示面側に円偏光フィルタ
を貼り付けずに、有機ＥＬディスプレイ１からは独立し
た、スライド型円偏光フィルタ４を携帯端末２に摺動自
在に装着したものである。
【００１８】円偏光フィルタ４を独立して携帯端末２側
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に設けることにより、透過率の低い円偏光フィルタを設
けることが可能となり、通常使用時は、スライド型円偏
光フィルタ４を閉じた状態で、外光反射を抑えて高コン
トラスト化が可能であり、鏡面を使用時には、ディスプ
レ表示をＯＦＦにしかつスライド型円偏光フィルタ４を
開いた状態で、ほぼ１００％に近い反射率を得ることが
可能となる。
【００１９】なお、本発明による有機ＥＬ表示ディスプ
レイは、携帯端末の表示部に限らず、他の機器の表示部
として使用することもできること勿論である。また、円
偏光フィルタを用いたが、他の偏光フィルタでも良い。
【００２０】
【発明の効果】本発明によれば、携帯端末の表示面が鏡
面となるため、携帯用鏡を持たずに、ユーザ自身の顔を
見ることが可能となる。特に女性にとっては、コンパク
トを携帯する必要が無いため、効果が大きい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による有機ＥＬディスプレイの構造を示
す模式図である。
【図２】それにおける円偏光フィルタの光学特性図であ
る。
【図３】本発明を適用した携帯端末の一実施例の通常時
の簡略平面図である。
【図４】有機ＥＬディスプレイが鏡となる状態を示す同
上の簡略平面図である。
【図５】円偏光フィルタを開閉型とした他の実施例の簡
略平面図である。
【図６】円偏光フィルタをスライド型とした他の実施例
の簡略平面図である。
【符号の説明】
１  有機ＥＬディスプレイ
２  携帯端末
３  開閉型円偏光フィルタ
４  スライド型円偏光フィルタ
２０  ガラス基板
２１  陽極
２２  ホール輸送層
２３  発光層
２４  電子輸送層
２５  陰極
２６  円偏光フィルタ
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